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～季節品は好売行きも、全体では減速感強まる～ 
 最近の管内経済動向をみると、暑気到来に伴う季
節品の好売行きもあって消費は底固く推移している
が、製造業の生産が減少を続けているほか、企業の
設備投資についても慎重な姿勢がみられるなど、こ
こにきて更に減速感が強まっている。 
 

《 個 人 消 費 》 
■６月の大型小売店の売上 
 引き続き前年を下回っている（6 月前年比▲
1.9％）が、このところマイナス幅が縮小。雑貨等前
年割れを続ける品目が多いが、猛暑の到来により、
日傘、帽子、扇子のほか、飲料、冷菓が高い伸びを
示したほか、衣料については、クリアランスセール
と暑気とが重なり、夏物婦人服衣料や紳士用カジュ
アルウエアが好調で品薄状態となっている。この間、
中元セールについては、早期成約者への割引や抽選
会の実施等の販売促進策により、個人向けは前年を
上回る実績を挙げているが、法人向けが伸び悩んで
いる。 
■６月の乗用車新車登録台数 
 普通車が再び前年を下回った（前年比：4 月▲
10.2%→5 月＋1.1%→6 月▲6.7%）ほか、これまで
比較的順調に伸びてきた小型車（同：5月＋5.8%→
6月▲4.1％）も1月以来久方振りに前年比マイナス
となった。 
■６月の家電販売 
 ここへきて増勢が鈍っている。すなわち、気温上
昇に伴いエアコン、扇風機の売上げが大幅に増加し
たほか、冷蔵庫、テレビ、洗濯機も、所謂家電リサ
イクル法絡みの駆け込み需要の影響が薄れてきたう
え、新製品投入効果もあって、堅調さを取り戻して
いるが、これまで高い伸びを続けてきたパソコン、
携帯電話が頭打ちとなっている。 
■旅行取扱状況 
 夏休みの予約件数をみると、海外が家族向けのグ
アム、サイパン等の近場を中心に前年をやや上回っ
ている一方、国内は前年並みに止まっている。 
 

《 公共・住宅投資 》 
■６月の公共工事請負金額 
 つくばエクスプレス関連等の大型工事があった公
団・事業団（前年比5.6倍）や市町村（同＋33.6％）
が大幅に増加したものの、県（同▲68.1％）等が大
幅な減少となったことから、全体では前年を若干下

回った（同▲3.2%）。 
■５月の新設住宅着工戸数 
 貸家（前年比＋92.1％）の急増が寄与して、全体
では6ヶ月ぶりに前年を上回った（同＋14.1％）が、
主力の持家（同▲15.5％）は大幅な減少を続けてい
る。 
 

《 設 備 投 資 》 
 このところ慎重な姿勢がみられ、県内主要企業の
13 年度計画（県内短観、13/6 月調査、有形固定資
産ベース）は、前年を下回っている（13年度計画▲
7.5%、12 年度実績＋21.4%）。すなわち、非製造業
（前年度比▲18.1%）では、年度入り後、ホテルの
新設や店舗の出店・増改築等が計上され前回比上積
みされたものの、依然投資案件が集中した前年を大
幅に下回っている。一方、製造業（同＋0.9%）は、
前年度からの持越し案件が加わったにも拘わらず、
受注の減少から能力増強等の設備新設を見送るとか
再検討する動きも一部にみられ、前年並みに止まっ
ている。 
 

《 生 産 動 向 》 
■５月の鉱工業生産 
 輸出や半導体関連需要の減退を背景に、操業度を
引下げる動きが強まっており、電気機械、一般機械、
化学を中心に前月を下回った（生産指数前月比：▲
5.1％（原指数前年比＋0.2％））。 
■５月の出荷 
 電気機械の大幅な減少を主因に、前月比マイナス
となった（出荷指数前月比：▲4.7％（同▲3.9％））。 
■５月の在庫 
 昨秋一時的に増加したが、最近は徐々に減少して
いる（在庫指数前月比：▲2.0％（同±0.0％））。 
 茨城県主要経済指標 

（前年比、％） 
 12年 13/4 13/5 13/6 

大型小売店売上高 ▲6.2 ▲3.6 ▲1.3 ▲1.9

乗用車新車登録台数     
［除く軽］   2.2 ▲2.0   4.0 ▲5.2

［含む軽］   3.2 ▲4.3 ▲0.8 ▲5.0

渡航者数［観光］   6.9   3.3.  n.a n.a. 

公共工事請負金額 ▲7.5 ▲13.6 ▲28.2 ▲3.2

新設住宅着工戸数 ▲10.7 ▲3.8 14.1 n.a. 

［持家］ ▲3.7 ▲9.6 ▲15.5 n.a. 

産業用電力消費量   5.4   0.2 ▲0.6 ▲1.8

［大口電力］   5.8   0.2 ▲1.0 ▲2.1

鉱工業指数［生産］ －   3.3 ▲0.2 - 

鉱工業指数［出荷］ － ▲1.1 ▲3.9 - 

鉱工業指数［在庫］ －   2.4 0.0 - 

有効求人倍率（倍） 0.65 0.69 0.68 0.67 

倒産件数   13.1 ▲23.3 64.3 2.1倍

 


